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「津軽」は、昭和 19 年 11 月、小山書店より『新風土記叢書』第七篇として書き下ろしの形で初版刊行さ
れた。刊行されるに至った経緯は、生きているうちに、一度、自分の生まれた地方の隅々まで見ておきたか
った太宰自身が記されている。5 月 12 日から 6 月 2 日にかけて、約 3 週間あまりの間、太宰は津軽半島を
一周してこの作品を書いた。 
二つ目は、作品「竹青」を先行研究に取り上げた。ここでは〝太宰治―竹青の文芸的要素について―〟探
っている。「竹青」は「お伽草紙」同様「和漢の古典に想を重ねる面白み」がある。昭和 20年 4月 1日発行
の『文芸』第 2巻第 4号（河出書房刊）の「作品特輯」欄に発表された作品であり、太宰は「創作であるこ
と」を主張している。戦後、新紀元社刊『薄明』に初めて収録され、のち、『花烙』（昭和 23年 1月 25日、
思索社刊）に再録された。 








太宰治（本名：津島修治 1909 年（明治 42 年）6 月 19 日 - 1948 年（昭和 23 年）6 月 13 日)が日本の
昔話などを題材に執筆した 1945 年に刊行『お伽草紙』という短編小説は尊さをもち続けながら歴史のなか
で密やかに存在している。『お伽草紙』は、敗戦直後の昭和 20 年 10 月筑摩書房より書き下ろし小説として



























































① 講談社の絵本（昭和 39 年）「クラウン版」 ②講談社の絵本（昭和 42 年）「ワイド版」 
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講談社の絵本『新・講談社の絵本（平成 13 年）「単行本」』は、今年度 2 月の「子育て支援」の絵本読み



















































































「ムカシムカシノオ話ヨ ミギノ ホホニジャマツケナ コブヲモッテル オヂイサン」このお爺さん
は、四国の阿波、剣山のふもとに住んでいたのである。というような気がするだけの事で、別に典拠がある
わけではない。もともと、この癌取りの話は、宇治拾遺物語から発しているものらしいが、防空壕の中であ


















































































































































































































「「6 月 5 日付堤重久宛書籍には「お伽草紙、ただいまカチカチ山を書いている」とあり、5 月 8 日から
書きはじめられた「浦島さん」は、少なくとも 6 月 5 日以前に書きあげられていることがわかる。小山清は
「6 月上旬やっとお訪ねしました時には、既に「浦島さん」を書き上げてしまっていて、「カチカチ山」も原
稿半ばでした」11)」と言っていたようである。「浦島さん」は、あるいは 5 月中に書き終えられていたかも
知れない。6 月 26 日付菊田義孝宛書籍には「「お伽草紙」は、もう 2、30 枚で完成」とあり、400 字詰め原
稿用紙にして 54 枚ほどある現在の「舌切雀」が予定通りの枚数であると仮定すれば、このとき「舌切雀」
は約半分ほど書き進められていたことになる。全四篇完成の時期について小山清は「7 月上旬」（7 月 7 日
以前）と言い、津島美知子夫人は「6 月末」（創芸社販全集、第十巻後記）と書いている 12)」。いずれにして
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